
昭島市在宅医療・介護連携推進委員会について 

 

１ 委員会の設置（昭島市在宅医療・介護連携推進委員会要綱第１条） 

  医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らし

を人生の最期まで続けることができるよう、昭島市における医療機関と介護事業者など

の関係者の協働及び連携を推進するとともに、地域の課題について対応策を検討するた

め設置。 

 

２ 設置の目的（在宅医療・介護連携推進事業の手引き P６） 

  国は第８期介護保険事業計画（令和３年度から令和５年度）により、市町村における在

宅医療・介護連携推進事業は地域の医療関係者、介護関係者や住民と地域の目指すべき姿

（地域の理想像）を共有し、ＰＤＣＡサイクルに沿った取組をより求められていることか

ら、昭島市においては本委員会を通じて、医療機関や介護事業者などの連携推進、PDCA サ

イクルに沿った事業の実施を多職種の委員により協議いただく予定。 

 

３ 委員会のＰＤＣＡサイクルにおける役割 

  本委員会では、昭島市における【P】施策立案（目標設定、対策検討等）、【C】効果確認、

【A】改善の各段階において、多職種により構成される委員の様々な視点から、当市にお

ける在宅医療・介護連携の推進のため、協議すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昭島市】昭島市の在宅医療・介護連携推進事業の PDCA サイクル 

昭島市在宅医療・介護連携推進委員会 

※ 在宅医療・介護連携推進事業の手引き P14 

資料６ 



 

４ 在宅医療・介護連携推進の事業目的（めざすべき姿）の確認 
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介護予防・日常生活支援総

合事業（総合事業） 

 

 

介護予防・生活支援サ

ービス事業 

訪問型サービス 

通所型サービス 

生活支援サービス 

介護予防ケアマネジメント 

 

 

 

一般介護予防事業 

介護予防把握事業 

介護予防普及啓発事業 

地域介護予防活動支援事業 

一般介護予防事業評価事業 

地域リハビリテーション活動支援事業 

 

 

 

包括的支援事業 

地域包括支援センターの運営 

在宅医療・介護連携推進事業 

認知症総合支援事業 

生活支援体制整備事業 

地域ケア会議推進事業 

 

任意事業 
介護給付適正化事業 

その他の事業（家族介護支援事業等） 

 

 

【在宅医療・介護連携推進事業において４つの場面ごとのめざすべき姿】 

 在宅療養者の生活の場において、医療と介護の連携した対応が求められる場面を意識し

た取組みが必要とされており、以下の４つの場面ごとにめざすべき姿を設定し、達成に向け

それぞれ現状分析・課題抽出・目標設定等をすることが重要。（手引き P23、24） 

 

日常の療養支援  入退院支援  急変時の対応  看取り 

医療と介護が必要に

なっても、住み慣れ

た場所で生活するこ

とができる。 

（手引き P25） 

 

入院治療が終了し

たら、望む場所へ

不安なく退院する

ことができる。 

（手引き P30） 

 

急変時にも、自分

の意思が尊重され

た適切な対応（治

療）を受けること

ができる。 

（手引き P34） 

 

人生の最終段階

は、自分の望む場

所で迎えることが

できる。 

（手引き P37） 

 

 

 昭島市高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画（関連事項）  

【基本理念】高齢者がいきいきと暮らすまち 昭島 

【基本目標１】 住み慣れた地域で安心して暮らし続ける 

【目標達成の方向性】（１）地域支援事業の充実 


